


l窪 ガイドラインの概要

1-1 ガイドラインの方向性

●はじめに

わが国は、高度経済成長の時代を経て、機能 ・効率優先の

社会から人間性を誼視する社会へと向かっており、まちづく

りにおいてもアメニティを重視した取り紐みが進められてい

ます。

サインは、一般的には、標識・看板等を指しますが、都市

景観を構成する大きな要素であり、機能的には都市における

人間の行動を補完する厘要な要素です。

このガイドラインは、これらの要素を念頭におきながら

“快適なまちづくり＂という視点から 、公共的団体が設闘する

サインの果たすべき役割とその整備方針を定めたもので、関

係の皆様に十分活用され、本市のまちづくりに貢献できるこ

とを願ってやみません。

●快適なまちとサインの役割

“快適なまち＂を 一意的に説明することば誰しいが、ここで

は、「行動したくなり、かつ行動しやすいまち」という概念で

定義している。つまり、行勅しようとする意欲をわかせると

いう側面と、行動を起こすときに、それにふさわしい梢報が

適切に提供され、その行動を円滑に進めることができる とい

う側面の二つが充足されているまちととらえている。

サインは、まちと人とのコミュニケーションを円滑にする

ことを支援し、利便性や快適性を向上させるものである。つ

まり、行動の安全性、印象づくり、アイデンテイティ形成等、

快適性を提供する役割を持っている。

しかし、設置場所や表示方法に十分な配慮がある場合は、

有効な情報媒体として人々に利便性や設置場所の個性や雰囲l
気を提供することができるが、サインが設置される動機や条

件が多岐にわたっており、必ずしもその目的を I・・分に果たし
ていないのが現状である。

快適なまちとは

行jli}Jしたくな る まら 1』i功しやすし、 ．tち

・良質な訊観をi,iつよら ・イメ ー ジがつかみやすし、まち
・空気の爽やかなまら ・ 地J•9ド的に.;l;l.,激 し やすいまら

．鯰きのこないまち ・ランドマー クがあるまち
• I：人のあるまち ・地戟性を感じるまら
・潤いのあるまち •四そを必じるtち

• 11'•!ヤ1的な :tら ・表l't',曲かなまら
．央深し、まち ．i更利なまち

~ 

美 しいまち 個性的なま ち 1 分かりやすいまち
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ガイドラインでは、これらのことに配慮しつつ、可能な限

り具体的な指針を提示し、活用しやすいよう に努めている。

●まちを形成する要素

ガイドラインにかかわるまちを形成する要素を次のように

設定している。

・風土＝地形、 歴史、季節、気候、風習など

・人 ＝人の活動、人の振る舞いなど

・事物＝自然、建築物、土木構築物など

この三者それぞれの状態と、三者の相互関係が良質に保た

れていることが、‘‘快適なまち＂の姿とする 。

●快適なまちに必要なサインの視点

1.より良い景観づくり

2.イメ ージづくり

3.親切づく り

これらの目標が達成されることにより、快適なまちの要素

である風土、人、事物それぞれの向上を相互に支援し、それ

らの関係がより円滑になると考えている。

●ガイドラインの対象範囲

このガイドラインは、 主に視覚を媒休とした表示系サイン

を対象としており、姫路市の指針とするほか、国や県、自治

会、 PTA等の公共的団体の指針と しても参考にしていただけ

るよう考えている。

また、公共用地に設罹するもののほか、不特定多数の人々

が利用する公共的用地に設置するものも含み、歩行者を中心

として人の行動や安全にかかわる内容のものを取り扱うこと

とする。

まちを形成する要素
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ガイドラインの視点
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1. より良い景観づくり
～界観に配慮したサイン

2.イメージづくり

3.親切づくり

・人グ）訊動
・人のふるまし‘’.• i 

~1.i'i報を的確に伝達するサイン



必要性

・公共サービスと して伝えるべき情報か？
～過剰サービスではないか？

• その情報提供による効果は期待できるか？
～活性化・和11史1生の向I:.・安全の確保守の効果が）UJfIできるか？

•その情報を伝えるのにサインが適切か？
～他の惰報楳休による伝送の）iが適切ではないか？
（パンフレ1 卜、 広報誌、マスメデイア等）

・設置する場所に既存のサインはないか？
情ヽ様が前複しないか？

場所性

自然エリアと都市エリア
~ LlJや河川袴の忠まれた I~然閑J)!を感妥するエリアと 、都di的梵展が
期待されるエ＇ ）アがあり、それぞれにふさわしいサインのあり）iを
検討するu

歴史工＇）アと現代エリア
一姫路城を代iくとする、後111_に残すべき胚史的心Ifを枠つエリアと都
rli的要素が強いエリアがあり、それぞれにふさわしいサインのあり
方を検討する。

ふだんぎエリアとよそゆきエリア
～人々に開放感や沿ちつきや曲．i惑などの「ハレ」の気分にさせてく
れる工 l)アと、ll,iit如i，iのペースとなる「ケ」のエリアがあり、そ
れぞれにふさわしいサインのあり打を検討する。

統一性と個性

l．姫路市の統一イメージ ・姫路市らしさの｝t現
・姫路IIi(l)イメージづくり

2都市構造として必要なイメージ

『姫路市穀観形1必iん四f•鴫jJより

視認性 ・判読性

• Ni潔な表取方法 ～絵文字やピクト グラムを使用する

[I][I]B]◎亙］◎[()ffi]
．悟報の序列化 ～•Ii'i報に重要l反の差をつける

冒 □
大きさによるI拐;,1 餡けによるlトダ1J 色彩1こよる1ギ列
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1-2 サインの考え方

ガイドラインの日標を達成するために、以下のような方向

性を設定している。

●より良い景観づくリのための必要性

サインは情報を伝えるために設置されるが、必ずしもサイ

ンが一番適切な情報媒体とはいえない。現況では、他の手段

による伝達の方が適切なものや、 既に周知の情報でありサイ

ンの必要性がないものも見られる。したがって、サインの計

画を行う前にその必要性を十分に吟味し、計画を検討するべ

きである。

●より良い景観づくりのための場所性

サイン計両を行う場合、設置される場所や土地の風景や特

性などの 『あるべき姿＝場所の性質」を読みとる必要がある。

そこで、場所や土地の性質を考える指標と して「自然エリア

と都巾・エリア」、 「歴史エリアと現代エリア」、「ふだんぎエリ

アとよそゆきエリア」に分類して検討する。

●イメージづくリのための統一性と個性

人々が抱く 、または、そこにつくるべき雰囲気や風惜など

のまちのイメ ージ形成をサイン計画に反映させることも重要

である。つまり 、姫路市の特徴づくり（他都市との違いの表

現）として、市の統一性を図ることや、都市構造を秩序ある

ものとするための市域の面、核、拠点、軸等の個性づくりを

行うことによるイメ ージづくりを検討する。

●親切づくりのための視認性

情報がほしい揚所で提供され、また、情報内容がスムーズ

に人に伝達されることがサインの機能の基本である。

サイン計画を行う場合、示す情報の適切な位置 ・配置に十

分な配慮をするとともに、それに規則性をもたせることによ

り、視認性を高め、かつ周辺と調和したものとなる。

●親切づくリのための判読性

ひとつのサインの中に表現される情報は、必ずしも一つと

は限らない。たとえば規制サインでは、規制項目が第一位の

情報であり、その罰則や設置主体はその次である。このよう

に複数の情報をもつものは、重要度の差を表現することで素

早く的確に伝えることができる。また、最近一般に認知され

つつある国際的なピクトグラムなどの表現方法を用いること

も有効である。

また、対象者によっても適切な表現は異なる。たとえば、子

供を主な対象とするサインは平易な表現方法（平仮名や絵文

字など）を用いる必要がある。このように、情報の精査と序

列化、そして対象者を十分に検討する。

姫路市公共サインガイトライン I 2 



l窪 ガイドラインの概要

1-3 テザイン方針

●デザインコンセプト

姫路市に求められる情景イメ ージとして「生活風景が感じら

れる まち」 「温かく迎えてくれるまち」「住めば住むほど味わい

の出る 、興味のつきないまち」などがあ り、これらの背景とし

て、「歴史的遺産を持ち、時間的積み重ねが感じられる」「良い

ものをより良く残そうという意識が表れている」「人を主体と

したホスピタリティを感じる」 「温か くゆったりとした雰囲気

を感じる」などがある。

そこで、このガイドラインでは、これら姫路市のイメ ージを

サ インに反映 させるためのデザインコンセプトとして「ゆとり

と積み党ね』を設定し、サイ ンデザイ ンを通して、こころ • 生

活・空間・時問のゆと りや歴史 ・親切 ．努力などの積み重ねが

感じとれることを目指す。

●デザイン方針

サインは、本体 （支柱） 、表示面、表示内容、配置で構成さ

れる。これら に「よ り良い屎観づくり」「イ メージづくり」「親

切づくり」それぞれを反映させることで 「快適なまち』へのて

がかりとする。

1本体及び表示面 I

［色彩l
自然エリアで1よベースカラー とアソー トカラーとを対比させた調利、

都市エリアでは同化させた調和とする。

【素材】
ふだんぎエリアとよそゆきエリアは素材惑に違いをつける。

［形体】
情報の質や品に応じてフ ォーマッ トを設定する。また、ふだんぎエリ
アでは、基本形態にあまり装飾を施さず、よそゆきエリアでは、過度

にならない程度の装飾を施す。

［形体寸法】
表示面取り付It高さ、表示の大きさに規格を設ける。

直
［書式】
フォーマッ トの設定により市の統一性を表現し、レイアウトによる情
報の序列化で判読性を確保する。また、文字糾により歴史、現代の印

象を表現する。

［書体］
判説性を確保し、歴史、現代の印象を省体で表現する。

［文字の大きさ］
視懃距離や移動速度、 、情報の重要度に応じた段階的な文字の大きさを

設定し視認性、 判読性を確保する。

［掲載基準】
基準を設けることで情報の優先順位、消報羹の適正化、検討期間の短

縮を図る。

戸
（配置システム】
システム股開の規則と して主に財車場や駅を起点とした、隋思的配

置 ・線条的配置を設定し視認性を確保する。

【設置位置l
周辺の状況や、情報の見やすさを考慮することで視認性、判読性を確

保する。

デザインコンセプ トの設定

望ましい姫路市のイメ ージ

・牛活1風菜が感じ取れるまち

・温かく迎えてくれるまち

. i[めば住むほど味のでる、脚味がつきないまち

姫路市の持つイメ ージ

・歴史的遺産を持ち、時間的な梢み重ねが感じとれること

・良いものをより良く残そうとしてきた意識が表れていること

・ホスピタリテ ィを感じる計両があること

．漏かく、ゆったりとした雰囲気が感じとれること

▼ デザインコンセプト

ゆとりと積み重ね

・精神のゆとり

• 生活のゆとり
・空間のゆとり

・時間のゆとり

ー

・時間の積み岨ね

・歴史の柄み ，Rね
．努）Jの手ltみ頂ね
・親切の梢み，f(ね

デザイン方針総括表

竺：：言］言
本
体

・
表
示
面

色彩

再式

表
示
内
容

書体

1-
文字の大きさ

掲載基準

配
晋
シ
ス
テ
ム

システム展開

設置位置
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●ガイドラインの構成

ガイ ドライ ンは、サイ ンの必要・不必要を判定する

CheckSheet I、サインの情報を分類するCheckShcet2、サイン を

設置する場所のエリアを判定するCheckSheet3とタイプ別サイ

ンデザイン、そ して総合的にサインの形体・表示面、表示内容、

配置、掲載基準などをまとめた市の統一枯準で運用される。

●デザイン決定までの流れ

【Step1】
サイン計画を行うときは、まずCheckSheetIを用いて本当に設

置が必要なサインかどう かを判定する。そして不必要となった

場合は、そのサインは設置計画を見直し、あるいは他の情報媒

体によ る計画を検討する。(Atype-P.6) 

【Step2】
必要となった場合は、次に設置する場所、あるいはその種類の

サインに関する上位計画の有無を調べる。上位計画にサインに

関する計画がある場合は、すべて上位計画に従ったサインデザ

インとする。(Btypc-P.6) 

デザイン決定までの流れ

Step I ） CheckSheet Iによる I 必要 ・不必要の分類

▼必要

Stcp2) 上位計画における I サイ ン計画の有無

▼ ない

Step3) 
上位計画におけるデザ

l インコンセプ ト・整備

方針の有無

▼ ない

］帝 ガイドライ ンの概要

1-4 デザイン決定までの流れ

[Step3】
上位計画に地区の全体的デザイン方針はあるが、サインに関す

る具体的な整備方針や計画がない場合は、形体デザインのみ上

位計画に基づき、その他は市の統一基準に従う。(Ctype-P.6) 

【Step4】

上位計画がない、あるいはサインをデザインするための手がか

りとなる方針やコ ンセプトがない場合は、CheckSheet2を用い

て梢報の分類を行う。その結果により情報内容が市域で続ーさ

れるぺきもの、または仮設のものなどは、市で確立されたデザ

インに従う。(Dtype-P.7/8) 

【Step5】
CheckShcct2の結果で、設置例が多 く、 設匠される場所に限り

がある （同じような状況の設置場所が多い） ものに／属する場合

は、 CheckSheet3-2で歴史 ・現代エリアの確認の後、市で確立

したそれぞれのデザインに従う。(Etype-P.9/10) 

【Step6】
上記以外のものは、CheckSheer3-I、3-2、3-3による場所の特性

に基づき設定された碁準と市の統一基準に従う。(Ftype例・

P.11/12/13/14) 

► ヽ 不必要なサイン

一 (P.6) 
不必要

► B ッサイン計画が実施されてい
る場所でのサイン

ある
(P.6) 

► C ジデザインコンセプトや方針
のある場所でのサイン

ある
(P.6) 

Step4 CheckSheet2による

） 場所の性►質分類が類似 づ
デザインが決定された

情報の分類 D サイン

(P.7 /8) 

l 
▼表示に場所の性質をにじませる

I i Step5 ） CheckSheet3-2によるl ► 
I 場所の性質分類

質分類すべてが重要

Step6 CheckSheet3-l/3-2/3-3による
場所の性質分類 ► 

y
pe) 書式が設定された
Et サイン

場所の特性により検討
するサイン

(P.ti 1/12/13/14) 

姫路市公共サインガイドライン I 4 



l章 ガイドラインの概要

1-5 Check Sheet 

Check Sheet 1 必要 ・不必要の分頚
1・1サイン1こよる効果の検討

芸噂儡として） ね認瑣IIが

→次へ

1-3情報の重複、相殺の有無

そ；？所にすでにサイニ）

経済情報都市として

あるべき情報

福祉健康都市として

あるべき情報

コミュニティ都市として

あるべき情報

該‘1iする項IIか
なし1場合

→設置しない

1-2情報伝達方法の検討

► ；霊嘉，門1ゆ・鯰が Il ’汀より＼l | 力'I►
・ 地地的f~il知品を持って行く →次へ
人が多い。

学習系情報 該‘りする項IIが
．誰もがすで1項 1つている1輝＼ ある楊合
である。
・パンフレット吟の配布、改必
による効果の）iが／＜さいD

規制系情報

・サイン以外の観体やモノで安
令がl>Iれる

， 
”：：口］慰［）
9 9 

既｛I：のサイン

の状態

既{{-のサイン

の状態

アメニティ都市とし

あるべき情報 その他の情報

・サイン以外の媒9人で1分効＇』：
がある。 ，

 
，
 

9 9 
安全利便都市として

あるべき情報 ニニlロニ
Check Sheet 2 情報の分類

案内サイン 誘禅サイン 記名サイン 説明サイン 啓発サイン 規制サイン

・市で統一•されて ・樹木記名サイン ・掲小板 （町l勺会） ・標i1i類

いるもの • 町名番地表ボ 等 等

・統一することで
・防災設條i名

向上するもの
(il1火栓等）

・仮設などの一時
令ず＇c 

的なもの

一・市域で多く見ら ・市物解説 ・な試向上サイン ．炊止サイン類

れ歴史 ・現代エ （船場八泉） り差化推進運動、

リアの特性が狐 （姫格城十泉） モデル化坦）

要なもの
勺.....』 等

I 
・比較的単体で設 全ての案内サイン 全ての誘禅サイン J福じ以外の記名 i. I:．記以外の掲示板 ・記念行中等 ・ト＿記以外の

謹されるもの 施設内サイン ・公共施設誘導 • I?．記以外の鮒説 禁llー．サイン

•他の様関で決め ・観光案内サイン ・交通I蔑l関誘導

られているもの • 都 lli案内 、観光施設誘消

・来物ルー ト案内 吟

等

►.::J 

► 認；：ヘ

Check Sheet 3 場所の性質分類
3・l自然／都市エリアの分類

設置する楊所は、姫路市都市畏観形成

某本計画で何ゾーンに析しているか？

3-2歴史／現代エリアの分類

没骰する場所（ま、姫路巾都rIi娯観形成基
本計画で歴史的町並みゾーンに駈してい

るか？

▼ はい しヽ いえ

• 白然地域•}'-ン

lllI;1択落J也ゾーン

公園絃地ゾーン

・和「Illゾーン

左記以外のゾー ン

▼ ▼ 

ニ」 都市エリア
歴史エリア 現代エリア

3-3よそゆき／ふだんぎエリアの分類

l施設
□オフ ィス街 □観光施設等
2．市での位置づけ
□シンポルロードロ文化遠茄的
3人の行動
□ショッピング ロ仕事・ 呼
4人の姿

□スーツ姿 □スポーツウェア 等
5人の気分
口気分転換する 口落ちつく 等

▼謬悶て）▼認翌言｝

よ二」ふニ
5 l 姫路市公共サインガイドライン



不必要、または不滴切な例

面的なサイン酎画の例

姫跨城周辺サインihlIli

建築と一休的に整備された例

如、一
収l,1"l19公月11夕｝舟1

2登 タイプ別サインデザイン

A タイプ• Bタイプ・ Cタイプ

●Aタイプ
ー不必要なサイン一

CheckSheet Iで不必要だと判定されるサインは、

• そこにふさわしい情報でない場合

・サイン以外のもので十分に情報提供ができている場合

•そこに同情報のサインが存在する場合

などである。

また既に設置されているサインで、著しい老朽化や惰報が古

く、機能を果たしていないものは速やかに撒去する。

●Bタイプ
ーサイン計画が実施されている場所でのサイン一

地域特性などを踏まえてサイ ン計画が既に行われている場所

に設置するサインは対象範囲の面、線、点的な統一性を璽視

し、サインデザイン ・サインシステム ともその計画に基づくも

のとする。

●Cタイプ
ーデザインコンセプトや方針のある場所でのサイン一

姫路市都市景歓形成払本計画や、姫路城周辺地区景観ガイド

プランなどの上位計画で整備方針が設定されている領域でのサ

イン、または、建築物に付帯するサインやその周辺に建築物と

一体性を持たせる必要のある場所でのサインは、その整備方

針 ・デザインコンセプトに基づいたデザインとする。

姫路市公共サインガイ ドライン I 6 



2幸 タイプけIJサインデザイ ン

2-2 Dタイプ

●Dタイプ
ーデザインが決定されたサイン一 295 

市全域に多く見られるサイン類で、設置される場所の景観が

類似すると思われるものは、エリアによるデザインの区別を行

わず、市全域で、本体、表示面のデザインを統一する。このこ

とで他都市との識別化と同時に本市のイメージ形成を図る。

●樹木記名サイン

［現状の問題点】

・表現のばらつき

・多種多様なデザイン

• 本体の老朽化

【本体】

耐久性に優れた仕様であまり大きくないデザインとする。

［表示面】

情報内容、

を掲載し、

［配置】

樹木に隣接して設置する。

レイアウトについて統一する。また、写真 ・絵等
親しみやすいものとする。

●統一基準によるfl：椋 (p,21/22) 

形 体

志 さ
表 示 面 寸 法
情報の序列化

マ ク

板状1¥1
mw1として） 0，5ITI 
A4サ イズ

直煤疫1一樹4ヽ名 ，駈性
承炭l父2一樹木のイラスト守
/11ll/J通帥'ifli)
イiドに配jrt

臼依

文字の大きさ

ゴナ体｛ゴシ／ ク系，1Fiト
柑＊名一反地21)Inm

は 文10mm)
解，ー必文一tll文りヽ12mm
,li 名一-9mm

また、次のような仮設的なサインについても機能俊先の市

全域統一型とする。

●標語類（立て看板、横断幕、懸垂幕）

【現状の問題点】

・管理主体が不明確なものがある。

・表現のばらつき

•本体の老朽化

・多種多様なデザイン

【本体】

現状どおりのシンプルな仕様とする。

［表示面】

表記文字書1本やレイアウ トを統一する。
【配置】

立て呑板は景観を阻害しない場所を選定する。

亡二幻。b:usキ 冑
................, 

； ：フトモモ科

ユーカリノキ底
i分布 オーストラリア

源産地ではIO()mを起す有用材である。
＇ユー カリ；日は香料 ・凜用に使われる。

．．．．．．．．：姫ta痘．．＋・・・・

295 
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●統一甚準による仕様

形体
；；；さ

表示面寸法
情報の序列化

マ ク

(p.21/22) 

板状9{{

(fi・,f州と して）0，5Il¥ 
A4サイズ
吼;1笈l-む)4く名 ，K51生
巫要1父2-・樹木のイフ人 1、守
（補足(I'J柄辛lt)
右FI二配if,'.

雹体
文字の大きさ

ゴナ1¼'I ゴシノクイ沿'H、
樹木名ー）く地20mm

1 9s文10mm)
棺，沈文一-lll文9-12mm
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2章 タイプ別サインデザイン

2-2 Dタイプ

l
 」

早

戸 N401 (N-4近似）
',-・ros-4ov 
(5R4/12近似）

都市計画道路今宿3号線
道路改良工事

;;;ci 

区間 姫路市今宿地内

聞間 平成6年6月22日～ 1月21日

緯エ 男山位庄（株）姫路支店 °'a..... 

緬主 嬌路市道路間謹註部街躇社設課••'”心•

℃ 姫餞市

てTN-75とTN-80の中間色
(N-7.5近似と凡8近似の中Ill]色）

※色指定番号は社団法人日本塗料工業会
［塗料用標準色見本帳1995年T版」による。
また（ ）内はマンセル色票系の値を表す。

O
LZ
 

篇 1 姫鈷ffi

誼ヽt 猛山ー級泣絡工務所

に遭 昴市局llt染隠営紐課

篇エ 男山汲設（枯姫路支店

●●9...冨 99x... 
．以饂直• ,.,.,. 、r儡湘市

TN-75とTN-80の中li]色
(N-7.5近似とN-8近似の中問色）

※色指定番号は社団法人日本塗料工業会
「塗料用標準色見本帳1995年T販Jによる。
また（ ）内はマンセル色票系の値を表す。

●道路工事看板

【現況の問題点】

・告体のばらつき

．惰報の序列化がなされていない。

・景観的配慮がなされていない。

（本体】

大きさ、仕様等は現況のものとする。

【表示面】

情報内容、書体、カラーリングに関 して統一する。

但し上位計画がある場合や、屁辺栞観になじまない場合は色

彩等を別途検討する。

（配置】

現況の設置碁準に従う。

●統一基準による仕様 (p.21/22) 

情報の序列化 窮妥1虻 Iーエ罪•Iコ
頭要1文2-1.1t名
前災I知ー［!.I関、阻II閑等

マ ー ク 4i卜に配置

●統一基準による仕様 (p. 21 /22) 

形 体 付常型
情報の序列化 ff（要度1ーエ市名

韮要I知ー施主、設計等
煎要／!.t3ー追絡先等

マ ー ク ／t下に配凶

苔 体 ゴナ体 （ゴシック系；h休）
文字の大きさ 昼使『ii :天地11.5cm

［事中 ：天地15C911
上ボ名称： 天地8cm
その他 ：犬地4.2cm

●建築工事看板

［現況の問題点］

・工事名が分かりに くい。

・情報の1ギ列化がされていない。

・表現にばらつきが多い。

【本体］

建築資材の規格寸法、素材を活かしたものとする。

［表示面】

情報内容、害体、カラーリ ングに関して統一する。

【配置】

現況どおり、仮囲いの目立つ部分に配置する。

※建設業の許可票、労災保険関係成立票などを表示する板面

は、工事看板の基調色と同色とする。

笞 体 ゴナ（k（ゴシック系苔体｝
文字の大きさ いlt名称 ：天地8cm

施主咎 ：天地4cm
その他 ：反地3cm

姫路市公共サインガイ ドライン I 8 



2章 タイプ別サインデサイン

2-3 Eタイプ

●Eタイプ
一書式が殷定されたサイン一

市全域に多く見られるサイン類で、本体の形体・色彩等を統

ーすることにより 、情報の連携が保たれると思われるものは、

都市 ・自然エリア、ふだんぎ・よそゆきエリアのデザインの区

別は行わず、歴史・現代エリアによる表示の区別のみを行うも

のとして例示する。

●船場ハ景

【現状の問題点］

•本体の老朽化

・不適切な配厖

・情報の不足（他の 7ヶ所の紹介、解説がなくサイン

相互のネッ トワークに欠ける。）

【本体］

表示面が引き立つシンプルな支柱とする。また、情報の更新

がないと思われるため、耐久性の店iいものとする。

［表示］
現状の絵 ・詩の雰囲気を活かした表示方法を用いる。また、

サイン相互（全8ヶ所）のネットワークを考慮し、船場八景

全体の解説文を検討する。

【配置】

周辺の風栞の情報なので、特に風景への視界を阻害しない配

置を検討する。

●姫路城十景

［現状の問題点】

• 本体の老朽化（表示而の退色等含む）

［本体】

表示面が引き立つシンプルな支柱とする。また、情報の更新

がないと思われるため、耐久性の商いものとする。

【表示】

現状の詩の雰囲気を活かした表示方法を用いる。また、サイ

ン相互（全 JO力所）のネットワークを考慮し、姫路城十景

全体の解説文を検討する。

［配置】

周辺の風禁の情報なので、特に風景への視界を阻害しない配

置を検討する。

●美化推進運動優良地区

［現状の問題点］

• 本体の老朽化

・表現方法（手吉きによる文字のばらつき）

・設置方法

【本体］

耐久性に考慮し、表示のしやすい素材とする。

［表示］

簡深な表現とする。

【配置l
周辺環境に配慮した位骰を検討する。

現代エリアの場合

屈
r 

塑I
●統—←·基準による仕様

(P.21/22) 

＿
 

文
お

·ー・・ー・一••一••ー・ー・・ー..ー溝船瑶）＼表！

l, 1 

Ii ． 
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L 絵と討 ｛現状のまま表記）
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•を臼で

現代エリアの場合

弓「ロ

L--

歴史エリアの場合
一i,"餡·;~,り地l<I

現代エリアの場合

148 
| 1 

＇ 嶽
路
城
k
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歴史エリアの場合

148 
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] 
美 美 ―--

イ七 化
推 推
進 g 進
運 運
動 I 動

゜ 優
g 
優

良 良
地 地
区 区

」... ..、

形体支柱 （複数）型

高さ 1.5~2m 

表示面寸法 Alサイズ
情報の序列化

重要度J一絵・詩
重要度2一船場八景の

地名・解説
右隅に配置マーク

害体

現代エ ＇）アーゴナ休

（コ‘シック系杏体）

歴史エリア一明朝体

文字の大きさ
タイトルー天地50mm
崩説文一天地 20mm
市名一犬地20mm

マーク
吉体

現代エリアー ゴナ休

（ゴシ ック系井1本）
歴史エリアー1り1朝体
文字の大きさ
タイ トルー天地25mm
附説文一大地 10mm
市名一天地 10mm

●統一基準による仕様

(P.21/22) 

形依 支柱 （複数）型

高さ 1.5~2m 

表示面寸法 A2サイズ
情報の序列化

碩焚度1一絵・詩
Ifi．要度 2一姫路城—卜畏

の地名・鮒説
布開に1記荏

●統一店準による仕様

(P.21/22) 

形体 様柱型

高さ 1~1.5m 

表示面寸法 横ーA規格
マーク 右隅に配世
香体

現代エリアーゴナ1本
（ゴシ ック糸吾体）

歴史エリアーllfl朝体

文字の大きさ
天J¥1!80mm
市名一天地 10mm

，
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2衆 タイプ別サインデザイン

2-3 Eタイプ

●統一・基準による仕様

(P.21/22) 

形体 支柱（単数）型

高さ l ~1.5m 
表示面寸法 A2サイズ

情報の序列化

頂炭度 1一本文 ・自治
会名称

重要皮2ー地区名等

マーク 間に配槌

害体

現代エリアー ゴナ体

（ゴシック系告体）

歴史エリアー明朝体

文字の大きさ

タイトルー天地40mm

本文ー天地 15-30mm

市名一天地 10mm

現代エリアの場含
並4

全
—• 
モーデ）じ地域花壇――̀

l 
..Cべori

i 

Ltニ
歴史エリアの逗合

- -Q3自広合．．．．．．

モ
デ
叫
地
域
花
壊

＿

F

-

―

―

 

●モデル地域花壇
【現状の問題点）

• 本体の老朽化 （表示面の判読性に欠ける）

・表現のばらつき（認識性に欠ける）

【本体】

表示面が引立つシンプルな支柱とする。また、情報の更新が

少ないと思われるため、耐久性を確保する。

【表示）

簡燦な表現とする。

【配置）

花壇の中に配置する。

3
ぃ
＂
泊`公

・
 

”
 ．
 

●統・巷準による仕様
(P.21(22) 

形体支柱 （単数）型

高さ 1 ~ 1.5m 

表示面寸法 A2サイズ

情報の序列化

重要度 1一禁止項目
誼要度2一罰月IJ・問い

合わせ先等

マーク 99}に配世
吾体

現代エリアーゴナ休

（ゴシック系書体）

歴史エリアー明朝体

文字の大き さ

タイトルー和文 50mm

英文 25mm

本文ー和文 7~25mm

英文 12.5mm

市名一天地20mm

現代エリアの場合

阿 ― :I

不 法投棄禁止 ―ト
fuhou Touki Kinsi ; 

~I -▲.|」ごご1::、ごみ捨て場では 9—‘"V99「"”l
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●ゴミ不法投棄禁止

［現状の問題点】

• 本体の老朽化 （表示面の退色等含む）

・表現のばらつき

・多種多様なデザイン

・情報の序列化がされていないため判読性に欠ける。

（表現が簡潔でない）

［本体】

表示面の顕示性を高めるため、できる限りシンプルな支柱と

する。

【表示］

特に情報の序列に配慮し、簡潔な表現を用いる。

【配置】

抑制効果を第一に考えた配置を検討する。

●統一荘準による仕様

(P.21/22) 

形体 支柱 （咀数）製

高さ 0.5-lm 

表示面寸法 A4サイズ

情報の序列化

重要度 l —禁止項H
租要度2ーイメージイ

ラスト等

マーク 1堪に配尚

書体

現代エリアーゴナ体

（ゴンック系杏体）

歴史エリアー明朝体

文字の大きさ

タイトルーfIl文 30mm

英文 15mm

本文ー和文 10~20mm

英文 5-,ornm 

市名一天地 15mm

現代エリアの場合
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工史歴

●まちを美しく
【現状の問題点】

•本体の老朽化（表示面の退色等含む）

・表現のばらつき

・多種多様なデザイン

．梢報の序列化がされていないため判読性に欠ける。

（表現が簡潔でない）

・配置にルールがない

（本体】

耐久性に考慮した表示のしやすい素材を用いたシンプルな形

体とする。

【表示】

絵文字の記載を行うことにより情報の表現を簡潔にし、サイ

ンの美しさをi演出する。

【配置】

公園、歩道の低木植栽帯

姫路市公共サインガイ ドライン I 10 



2単 タイプ別サインデザイン

2-4 Fタイプ

●Fタイプ
ー場所の特性を大切にするサイン一

ここでは、様々な特性を持つ右記の場所をケーススタディと

して選定し、そこに必要なサイ ンの種類、適切な配置、デザイ

ンの考え方等について検討を行うものとする。

〇手柄山中央公園

［特性とサインのあり方］

市民のレクリエーション拠点として位置づけられるところで

あり、様々な観光施設や市民サーピス施設が混在している。こ

れらは、都会の中にやすらぎを与えてくれる緑豊かな空間とし

て、面的に統一性を持たせる必要がある。

そこで、様々なサインにシステム的に計画できるサインデザ

インと、情報提供の適切な配置の検討を行うものとする。

【配置】

案内誘導系のサインは、サインを設置する必要のある拠点を

選定し（図-l)、地回による一括した案内を行う。また、その

拠点から施設までの誘埠方法は、施設の利用対象者や利用頻度

により区別する。（表-I) 

【本体・表示面デザイン】

〈形体／素材〉過度の装飾のないメタル製の独立板状塑で、本

体に必要な表示板面を組み合わせるシステム性のあるデザイン

とする。（図-3)

〈色彩〉本体、表示面とも素地を活かした色彩を使用し、表示

面には、サイン機能分類別にポイン ト色を設定し、判読性を碓

保する。

〈文字組／害体〉横害き、ゴナ体 （ゴシ ック系書体）とする。

図 3 サインデザイン例

1本体
．．．^・・サ．イと本体高さ

サイン版面

上蟷志さ
・・7 ・--------

§
 
g
 

亨

に
I | 

た ステンレス
,..、ツ,...

—背祭の緑 （自然風景）
が透けて見えるデザ
イン

記名サインのフォーマット

" I 姫路市公共サインガイ ドライン

＋ 

口 誓饂二
説明サインのフォーマット

r l 
規制サインのフォーマット

〇手柄lll中央公園 よそゆき／自然／現代エリア

〇三左衛門堀 ふだんぎ／自然／現代エリア

〇駅南大路固辺

〇歴史的町並み

よそゆき／都市／現代エリア

ふだんぎ／都市／歴史エリア

区-1 配置の考え方（案内拠点の選定）

・駐車楊、バス停等、移動手段の変更点
・人が集まる施設の前
・公園の導人口

表ー1 案内誘導システムの類型

/
 

利用者 利/IJJJ!／変
施武

束dit雙勺1i・ 名人成人 1’、ijt i的辿 多い少い
頴閉

け路1/j文化センター

゜゚゜
0 0 

゜姫路l|iIt水族館

゜゚゜゚゜゚灼勺i民プール f柄111祖f"'

゜゚゜゚゜゚IIi t，中央体'(i釦

゜゚゜゚゜゚
A類rかりIlli1ム19t直1勿怜I

゜゚
0 0 

゜゚itの相談99i’

゜゚
0 0 

゜1:~ I •競技I!,

゜゚ ゜゚゜術路球J_¥l

゜゚ ゜゚゜fo枡JIllh年の永・

゜゚゜ ゜と人福祉センター没寿園

゜゚ ゜1'1.1k会館

゜゚゜ ゜
B類

と人｝ぐ机["1-う邁l

゜゚ ゜婦人会館

゜゜ ゜A類 図 lの拠点での案内地図と）］I句誘導が必要
B類 基本的には図』の拠点での案内地図のみ

図-2 手柄山イメージスケッチ

ッーレしじー

`—• ー·―~ - . • ,.ヽ・し

＼ 
,¥ 



図ー1 配置の考え方

図 2 路面サインの活用例

ゲート空間の演出
橋詰め広場、アルコープ
をモニュメント等により
ゲート空間として整備す
る。

名所旧跡を探検する観光コースの案内誘群に「すごろく 』

的な遊ぴを取り人れた路面サインが施されている。

（大阪府堺rIT)

節潔なノ姓現で分か
りやすし 1案内地図

図-3 三左衛門堀イメージスケッチ

道路tに表ポさ
れている 「さい
ころ」が進行）i
向をJ＜し、 I北の
数だけサインを
たどると、名所
|11跡がある

2章 タイプ別サインデザイン

2-4 Fタイプ

0三左衛門堀
【特性とサインのあり方］

市街地の中をながれ、姫路市の歴史を物語る都市の水辺とし

てだけでなく緑地軸としても位置づけられる姫路市の貿重な都

市のオアシスである。

現在、水辺空間として様々な整備が行われているが、人を導

き入れる瀬出や、その利用を促進する工夫が不足しているた

め、川沿いににぎわいがあまり感じられない。

そこで、遊歩道入口部分で遊歩追の存在をアピールするサイ

ンや、遊歩逍沿道で遊びを取り入れ、サインの相互間に連続性

を持たせた演出系のサインを計画する。

【配置］

広報的サインは現在進められているアルコーブや小広場など

に遊歩道の範囲 ・沿道状況などの設性を検討する。また、演出

系サインはサイン相互間に軸性を持たせた表示内容のもので、

防護柵への付幣や路面の活用等により水辺空間への視界への配

慮や空間の確保を考えた表示主体のものとする。（回 •I )
（本体・表示面】

く形体／素材〉桐への取り付け、または路面への表示を主とし

た付帯型で、耐久性を考慮した素材を使用する。

〈色彩〉にぎわいを演出できる色を使用する。

〈文字組／害体〉横書き、ゴナ体 （ゴシック系書体）

図4 表示内容例

0かるたサイン

言口→I三 I”]→

ゴlー：→：'
汀I→1→□'
図5 演出系サインの活用例

世界の庭固をめぐるオリエンテーリ ング (OL)コース

を設定し、地図による案内と共に、 OLの楽しみ）iを解
説している。 （人阪di)

姫路市公共サインガイドライン I 12 



2章 タイプ別サインデザイン

2-4 Fタイプ

0駅南大路周辺
図-1 姫路の顔一都市の中心軸としての特性

① シンボル軸と してのサイン

【特性とサインのあり方】

駅南大路はシンボルロードとして位置づけられており (|更I-

l)、現状通り整然とした道路空間が望まれ、生活者対象のサイ

ンは必要最小限にとどめることとする。

【案内誘導のあり方】

整然とした道路空間を形成するため、極カサインの独立をさ

け、柱類 ・バスシェルターヘの共架や路面の活用を行う。

【本体・表示面のデザイン】

形体／素材 ：駅南大路沿道は上記の特性から付帯型とする。

色彩 ：素地を活かし、都会的で洗練された表記方法とする。

文字組／害体 ：横害き、ゴナ体 （ゴシック系書体）とする。

② 公共施設への適切な案内誘導サイン

【特性とサインのあり方】

駅南大路東側には公共施設が集中しているが、アクセスが不

明瞭となっている。したがって施設への誘導軸を明確にし、円

滑で効率の良い案内システムの確立が望まれる。

［案内誘導のあり方］

駅から公共施設までの東西軸を案内誘導のメインルートとし

て位置づけ、分岐点ですべての施設の配置が明確な案内サイン

を設殴する（図-2)。その際、その拠点から施設までの経上で

の方向誘導の必要性を利用対象者等により検討する。（表・I)

【本体・表示面のデザイン】

〈形体／素材〉過度の装飾のないメタル製の独立板；I大型で、本

体 ・表示面とも視覚的に統一性が感じられるようデザインす

る。

〈色彩〉素地を活かし、都会的で洗練された色を使用する。

〈文字組／害体〉横書き、ゴナ体 （ゴシック系書体）とする。

図•3 イメージスケッチ

図-4 路面サインの活用例
整備された散策路に
路血如和の案内サイ
ンが施されてt、る。

（東点都 ：杉並区）

生I｛打対象0)サインと

観光打対象のサインの

1-i））が必要となるエリア
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図ー2 配置の考え方

姫路駅南口
情報提供

の大拠点 41•K示系サ
姫紅屈淋の情報 ，抽の顕仕化

゜

ー●姫路城

• 大手前通I)

表ー1 案内誘導システムの類型

JR姫路駅

・シンポルロードとしてふ
さわしい整然とした道路
整俯が.'11まれている

施設
利用者

類型
一般者 （生活） その他 ((1-')l)

兵比粘姫昨総合n・含

゜゜悦務粋

゜゜公共腹架安定1ii

゜社会保1淡串務I}i

゜゜
A類

法務合阿rf含

゜゜労働基池監督吝

゜゜哉判所

゜゜丘畿地）｝佳設局姫跨工‘ド事務所

゜営林省分寇

゜粘経済述硲択＼支l斤

゜
B類

tt政局紐，；Ii青骰4i務所

゜拘竹如祈

゜A頚施設臨点から誘
1 導が必要な
施詮

設拠点で地図
を中心とし
た案内をす

る廂設
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図-1まちかど広場イメ ージスケッチ

まちかど広場整備

・コミュニティ逍路人り llにまちかど広場を設け、

人が果まる場を提供する。

．梢報提供の拠点ととらえたサインの設置

雰囲気を壊さないサインデザイン

．l屁史にちなんだ素材の選走

図-2のこぎり横丁イメージスケッチ

地区の地点記名サインの設置

．ff,i；史的イメ ージを付加したサインデザイ ン

歴史的情報の提供

・掲ぷ板等を利川し様々な）L；報と共に、歴史性ある
梢報を提供する

のこぎり状の線形を継承するための修景サイン

• 春京1iを利）Tl した演出

2序 タイプ別サインデザイン

2-4 Fタイプ

0歴史的町並み
【特性とサイ ンのあり方】

歴史ある城下町としての面影を残す地区には、伝統的な建物

やのこぎり状の道などがあり 、現在住宅地として閑静な雰囲気

を持つところが多い。歴史の積み重ねを大切にしたまちづくり

を目指すためには、このような歴史的追産を残す努力が必要で

あると同時に、現在の生活様式・行動様式に合わせていくこと

も必要である。したがって歴史の積み重ねの残すべき部分と変

わっていくべき部分を十分に検討し、その結果をサインに反映

させることが必要である。

【配置】

・コミュニテ ィ道路整備入口部 （上位計画による）の“まちか

ど広場＇を情報提供拠点 ととらえ、地区のお知らせ等を掲示

する集いの場を形成する。

．のこ ぎり状の線形を継承するために路面の活用等による修景

サインを施す。

【本体 ・表示面テザイ ン】

〈形体／索材〉石や木材、鋳物、陶器など周辺の雰囲気や情報

の内容にふさわしく 、先進性もあわせ持った洗練された素材

で、 歴史的イメ ージのある形体や素材を使用する。

〈色彩〉素地を活かした色彩で、 表記色も無彩色を基調とする。

〈文字組／害体〉縦料き、明朝体 とする。

図3歴史的町並みイメージスケッチ

歴史的町家と調和したデザイン

・規制系のサインや掲ポ板等の素材や形体に伝統的

なイメ ージをにじみだす。

地区の地点、記名サインの設置

・li然の風合いを生かした町名北名サ インを設i?c.す

る＂

姫路市公共サインガイドライン I 14 



3章改善例

3-1 情報の整理・集約化

設四当初には予測していなかった必要な情報が、設置

後に次々と追加された例。情報内容には規制、記名、説

明の3種類の情報が、序列なく入り乱れ、伝えるべき情

報が分かりづらいだけでなく、まちの中のオアシスや憩

いの場となるべき公園の雰囲気も損なっている。

設置主体が違うために起こる典型的な乱立の例。情報

が氾濫し、欲しい情報を瞬時に見分けることができない。

またこのようなケースでは、今後様々なサインが他の

情報より引き立つように設置され、乱立がさらに進む可

能性がある。

15 | 姫路市公共サインカイ ドライン

► 

► 

現在必要となっている記名、説明の情報を整理し、そ

の地区ごとに必要となる規制情報に対応するシステムを

考えることにより 、情板が序列化、集約化され、景観に

も寄与するサインとなることができる。

方向誘導などの情報は、整理・集約化することで、情

報伝達が容易になり 、かつ漿観も良好になる。また、複

数の方向誘導を表示する場合は、地図による案内を付加

することが有効である。



貼られている情報以上に掲示板自体の額示性が強く、

掲示物の貼り方にも規則性が感じられないため、墾要な

掲示情報が伝わりにくいうえ、景観的にも良好でない。

上の写真では、大切な情報以上にその次の惰報が大き

く表示され、情報の序列化がなされていない。また下の

写兵は、情報伝達力には優れるが、当事者以外には姫路

市民のモラルが疑問視される可能性もある。

► 

3章改菩例

3-2 情報の序列化

掲示板の頻示性を軽減し、掲示情報を整然とさせるエ

夫をすることで景観と情報伝達のバランスをとることが

できる。

佑報の序列化を行うことで、的確な惰報伝達ができ

るだけでなく、景観的にも良好なものとなる。これ以

上の抑制力を朋待する場合には、他の情報媒体を検討

するべきである。

姫路市公共サインガイドライン I 16 



3章 改善例

3-3 表現の統一化

一

市内各所で同じ情報が辿う表現で設殴されている例で、

周辺となじみ過ぎて規制情報として抑制力が少ない。ま

た市内で一般的にどこでも必要な規制情報であるが、表

現の不統一により印象の薄いものとなっている。
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どこの公固にも設置されているこのような注意書きは、

情報の整理や序列化が確保されており、質の低いもので

はないが、都市の緑空間を提供する公園の要素としては

無味乾燥な印象を与える。

► 

► 

シンプルで小さくても周辺に対して対比調和をさせる

ことで、人の注意を引くことができ、遠景では景観のア

クセントとなる。また表現を統一することで認識しやす

いものとなる。

設骰場所に応じたデザインが施されるこ とで、その場

の雰囲気を高め、絵文字やピクトクラムを使用すること

で節襟に、かつ適切に情報が伝達される。

l 7 
ー
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［口つ

塀があるにもかかわらず、別個に支柱型のサインを設

骰しており、見た目にも決して美しい状態ではない。

設置位囲が店く、距離に応じた文字の大きさを使用し

ていないため、情報が伝わりに くくなっており、大きな

表示面は娯観的にも決してふさわしいとはいえない。

► 

► 

3章改善例

3-4 設謳方法・設置位置

サインを設置する周辺の状況に応じた計画を進める

ことにより 、塀はその役割以外にサイン本体の機能も

果たし、梨観的にもスッキリとしたものとなる。

設置位個、表示方法を検討することで、表示面を小

さくすることができ、伝える情報がわかりやすくな

る。

姫路市公共サインガイドライン | ー8 



3章改善例

3-5 景観に配慮したテザイン

＼． 

｀
＇ 

ト

＇
.
-
、s'J

／
 ・7‘ 

姫路市の胚史を物陪る伝統的な町並みは、できるかぎ

り良質な状況で後世に伝えることにより 、まちの誇りや

親しみにつながる。

歴史性やその雰囲気を大切にし、かつリファ インされ

た計画を行うことにより、歴史の柘み璽なりが育んだ良

さを活かしながら、現代とも調和がとれた梨観を創造す

ることができる。

19 1 姫路市公共サインガイ トライン



手柄LiJのように、自然風葉の中に多種多様な公共施設

が存在する場所は、利用者の利便性が商いだけでなく、

生活にやすらぎを与えてくれるが、その一方で、多様に

展開される施設の案内等の情報提供は複雑であり、場当

たり的な状況を招きやすい。

自然景観に調和し、かつ、的確に情報を伝達するため

にも、システム性を持たせた総合的な計画が必要となる。

炉 ”
6.<  r•ア

さ下1

総合的なサイン計画により、ひとまとまりの空間を感

じさせ、さらにその場所の個性や特性も演出することが

できる。またサインの本質的な機能である情報伝達もス

ムーズになる。

3常改善例

3-5 景観に配慮したテザイン

一
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参考資科

市の統一基準（抜粋）

A. 基本形体星準
本体

情報内容や場所の状況に合わせて下図の基本形体より決定してください。

（それぞれの形体の高さは、以下の騒祝を参考にしてください。）

独立タイプ 付帯タイ プ

標柱型 支柱 （単数）型 支柱 （複数）型 板状型 表示版面のみ

j_ 口ぃ口□I 
本体に直接悟 坦純な 1本足 2本以上の足 本体自体が大 他のま物に付
報を記戟する の支柱に表示 に表示版面が きな面で作ら 帯する表示販

挙が多い往型 版面がつく形 つく形体 れる形体 面のみの形体

の形体 体

塁準高さ 旦準；；；さ 塁渫；；；；； 塁準高さ 呈革嵩さ

約 1~1.5 m 約 1~1.5 m 約 1.5~2m 約 1.5~2m 状況に応じて決

定する．

・表示面

A規格寸法を早入モテュールにしてください。
Ilが主型に取り付けるしのや、存語類等に限つては、一辺をA寸モデュールと
し、もう一辺をその祭数倍とするu)
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D. 文字表記基準
・占体

占体は多くの独類を用いず、横aきの壌合は、ゴ）体、縦＆きの場合は、明朝
体を基本とします また、字の太さを変える場合や、平体、長体、糾体を用いる

場合でも同系統（ファミリー） を使用します「 （英文は、柘文にふさわしい以下

の占体を設定します。）

栢文 英文
石｝＇『巾が切U°， cンチコリーウイト

i 体

ユニークで豊かな害体 セ ABCDEFGHIJKLM 
石井太RP研江 ン センチコ’Jーオールド

ユニー クで豊かな杏体
チ ABCDEFGHIJKL ユ

石井19太問孵べ IJ センチュリーネールド

ユニー クで豊かな苔体
l ABCDEFGHIJKL 

ゴナl ヘルベチカレギュっー

ゴ
ユニークで豊かな書体 ヘ ABCDEFGHIJKLMN 
ゴ,o ル ヘルベチカデミポールド

ナ ユニー クで豊かな書体 ベ ABCDEFGHIJKLMN 
体 ゴ1B ぢヘルベチカボー9レf
ユニー クで豊かな書体 ABCDEFGHIJKLM 

，文字の大きさ

判醗性を号慮し、以下の塁率を参考にして下さい。

J：五I蝕；：笠」，1：□□ 15:：：：：：m： 
・文字合わせI

頭合わせ、禾尾合わせを里本とします

（施設の記名等で必要に応してセンター合わせとしまむ）

●:lf1介わせ ， •'6合わせ ●セ;,,ク （；わせ

B， 情報内容整理の基準
，情報の序列化

A寸法の中に正方形を取リ 扇も里要度の高い情報を記載するスペースと

し、余った部分に取った正方形を補足活代のスペースとします。

← 窮毬甜坪―---

兵慮呉は合庁舎

．．．．．．．．．／→ ． 
婚路駅

逢路市立共術誼

5F 

会紐室

大規棧藝梨推進室

緑it推遺室

・文字合わせ2

英文を併記する潟合の和文との問隔は、和文の文字天地を果準し設定します。

姫路市役所
Himeji City Hall 
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•ピクトグラム
る1乍栢が解放され 世界的に酋及しているもの

し人 i•ラノ 禁,, バス ククシー 竃砧 駐虫場

Jl}~ ~ ~ (: p 
男女お手洗い 身疇書 エレベー，， ェスカレーター 隅段 籾11'.ii

＂ も、薩j?/+ 
現在兵窟卓内で甲両系の認導サイン加に使｝月されているもの

1月鱈 遷鮎頃 トャンプ頃 虹窃置 図U館

日EnmEnB
ロこl回国El巳l
E. 掲載基 準
・英文表記の星本的考え方

基本的な考え方季例

1・一般事項

弔仔9

i)長音を表す 「一」、 「^」 i;J:付けない。また` hは長音 大塩町＝岱iocho
を表すのに用いない。

？）しまねる音「ん」はnで表す。 本町=Honmachl
3)はねる音を表すnと次にくる母音字またはyと珈J離す

必要がある場合は、nの次にハイフン 「一」を入れる。 紺屋町＝Kon-yamach,
）`つまる音は、呈初の子音字を至ねて表す。 但し、次に由 六角＝Rokk•k11
が続く場合にはCを里ねずし を用いる。 湿l炉Shitchi
!.J母音が亘なって読みにくい場合や長いつづ＇）で読みにく 紀社本町=Sos/la-
い場合には、通亘、ハイフン 「一」でつなく・. I honmachi 
か固有の名詞が2つ以上並ぷ場合は、ハイフン 「一」でつ 山醗捐干駅=San-yo-
なぐ。 aboshi Statioo 
2施設名等の表記 中村ピル＝Nakamura
玲I英語に!Q用されている路話がある場合にはスベースに応 Bldg. 

じて路語を使用する。 ｝臨市立美術館＝

旗国立、唄立、市立はそれぞれ 「Nat'IJ 「Pref.J 「Mun,c,p-1Himeji City Mu認umof 
al」を用いるが、11!1々 の脆設によっては所屎を省路して 知
も支陸がない場合が多いため、個別に検討するものとす 姫路市市民会館＝

る。 （検討に当たつては国際諜及び都市計画課と協揉す HimejiCitiz的sHall
るものとする。） なお、個々の施設ですでに英文表記を 兵窟呉立歴史博物館

行っている場合にはそれに従う。 ＝Hyogo Prefectural 
りその他、法令規則等に定めがある場合には、 この限りで Museum of History 
ない。 姫路市安田四丁目1
3．町名及ひ街区番号 番地＝4-1

濱J名及び街区番号は例のとおりとする。 Yasuda.H而e,i

・案内地図内の施設掲載基準

＿広域案内図のための掲も＼塁年

頂目 渇戟が望ましい施設等

地鈎等 1地勢 山、河川、湾、馬、湖、池、堀など

地名等 自治体 市区町村

住居表示

迫路等 追路名 局速這路 国`道、道路通iが名のある通路
地点名 インターチェンジ

交通機関 空路 ，海路 空港、客船乗9Ji房

鉄返 鉄遥路総、鉄道訳

その他 ロープウェイなど

公共施設 行政機関 果庁、 市役所、支所など
警察菩、消防筈、郵使局 （特定局は除く）

公回，緑地 地区公固以上の規模の公国

参考資料•

市の統一基準 （抜粋）

公共施ie: I 教育脆設

公共的施設

医採庇設

福祉施設

文化桔設

大学など
公立の病院、総合病院、大学病院

公的機関の運営する主要なもの

スポーツ施設
史跡 ・名勝

移動の手がかりになる規棟の大きなもの
特に著名なもの

F. 設巴位四 ・配巴の基準
・設置位置に関する留意点

設計時に、下の項目を確認すること

口通行に支陽のない設茜位器であること

ロサインの祝認性が確保できること

口近接するサインが既にある、或いは計画されている場合はお互い

の位茜関係に留意する

口両側歩道に連続して配四されるサインは、干阜配団を星本とする

口片側歩道或いは歩道のない道路に連統して配図する場合は、片

側配器を塁本とする

〇歩道がある場合は歩軍辺境界に設口する

〇交差点で2箇所設匡する場合は動線を考えたうえ対角配臣とする

・案内、誘専のネットワー ク

案内誘尊サインのシステム展開は、階磨配醤を主とし、場合によリ

線条配爵とする。

G. 維持管理体制
．汚れ、劣化への対応

ー管理者を明確にし、定期点検、補修等の維持管理計画を立てたう

えで設茜する

「鉄を用いる場合は必ず錆止めをおこなう

□表示面の退色性を確認する
口他部置、多機関と共架する場合は、頁任分解点が明確になるよう
にする

口情親内容が変化しないものは、彫り文字やエッチング等の表現を

基本とする

口事故などのによる破損の恐れがある場所•ものは期間が短縮でき
るよう規格材料を使用9る
口必要性の無くなったものや、劣化↓ーよって機能を果たさなくなっ

たものは速やかに除去する

都市変化への対応

口都市の変化と共に更新が必要なものは、あらかしめ更新サイクル

を設定する

口都市の変化と共に更新が必要な表示面は、取り邑えの簡単な設計

とする

□サイン設酉後3年未満に完成する施設、道路なとは、設四時に表示
をしておき、完成までシールを貼り対応する

● エ リア別デザイン基 準

口形体 ・素材

ふだんぎエリア

よそゆきエリア

口色彩

〇飽きのこないシンプルな形体

（塁本形体そのままで使用）

〇風格のある素材 素材感を活かしたもの

〇塁本形体 十 装飾 （過度な装飾はしない）

〇木や水の自然風棗色 （ベースカラー）と対比さ

自然エリア I せた色彩をサインの基調色 （アソートカラー）

都市エリ ア

とする。

〇都市の風景色 （ベースカラー） と同化させた色

彩をサインの基講色 （ア＇ノートカラー） とする。

[]表示面ー文字組・占体

歴史エリア

現代エリア

0目式
〇香体

〇吾式

〇吾体

縦組み

明朝体

横組み

ゴナ体
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姫路市都市局計画部都市計画課

TEL 0792-21-2533 
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